
５月に入ると同時に、気温が一気に上昇して、昼間には 30℃を越えるような真夏日が増えるようです。

朝は少し寒く感じる時もあり、一日の寒暖差が大きく、夏のような暑さに慣れることが出来るのか少し心配

です。これからの行楽や行事でお出かけの際には、水分補強と休憩を取り入れて、熱中症対策をお勧めいた

します。今年は自分で購入した折り畳みの日傘を使ってみます。皆様、お元気ですか。院長の喜多です。 

先日、京都国立博物館限定の特別展示「雪舟伝説 画聖の誕生」に行って来ました。この展示の面白い点

は、雪舟の作品だけを紹介するのではなく、雪舟の画風が、いかに後の時代の著名な画家達（例えば、長谷

川等伯、雲谷等顔、狩野探幽、尾形光琳、伊藤若冲など）に受け入れられ、お手本となり、江戸時代後期ま

で伝わり広まったかを、著名な画家（30 名以上）の作品と一緒に、詳しい解説付きの展示がありました。 

雪舟の筆による国宝指定は６点（①四季山水図巻（山水長巻）、②破墨山水図、③慧可断臂図
え か だ ん ぴ ず

、④天橋立

図、⑤秋冬山水図、⑥山水図）で、（狩野永徳は４件）で最多の指定数だそうです。2017 年の同博物館で

開催された国宝展では、四期に区切られて展示の入れ替えがあって、雪舟の水墨画を本格的に見た経験はこ

れまでありませんでした。墨の濃淡や線の形状、太さを変えて描く水墨画について、全く知識がなく理解が

できず、日本の美術史上もっとも重要な画家の一人であるとされる雪舟には興味がありませんでした。 

今回の展示を観て、初めて雪舟の人物像を詳しく学ぶことが出来ました。例えば、備中（岡山）出身で、

京都相国寺の禅僧として修業をしながら、室町幕府御用絵師の周文から画を学び、後に周防（山口）に移

り、明に渡って水墨画の色々な技法を習得して、帰国後、豊後（大分）を経て周防に戻り活躍したそうで

す。雪舟が明で学んだ水墨画の技法を、弟子達が理解しやすい様に解説付きで描いた絵図や、弟子に贈った

自画像など、日本画の教本のような資料も多数展示されていました。また、多くの画家達が雪舟の水墨画の

写生を行うことで、その技法を学び、手本にした作品も多く展示されていました。私が推す長谷川等伯が

「雪舟五代」と後継者を名乗ったように、雪舟は、皆から尊敬される画聖であることが理解できました。 
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